
Dell Display Manager ユーザーズガイド

概要

Dell Display Manager (DDM) は、モニターやモニター グループを管理するため
の Microsoft Windows アプリケーションです。このアプリケーションを使用す
ると、一部の Dell モデルで表示された画像、自動設定の割り当て、エネル
ギー管理、画面の整理、画像の回転、その他の機能を手動で調整することが
できます。Dell Display Manager をインストールしておくと、毎回システムが起
動するときに実行され、通知トレイにアイコンが配置されます。システムに
接続されたモニターについての情報は、通知トレイのアイコンにマウスを合
わせると表示されます。

 

または、デスクトップの背景を右クリックして、デスクトップメニューから 
Dell Display Manager を選択すると DDM を起動することができます。

注： Dell Display Manager は、DDC/CI チャンネルを使ってモニターと通
信します。下のように、メニューで DDC/CI が有効になっていることを確
認してください。
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クイック設定のダイアログを使う

Dell Display Manager の通知トレイ アイコンをクリックすると、クイック設定
のダイアログが開きます。コンピューターにサポートされる Dell モニターが
複数接続されている場合は、用意されたメニューを使用するとターゲットの
モニターが選択されます。クイック設定ダイアログボックスでは、簡単に明
るさ、コントラスト、解像度、画面のレイアウト、その他を調整できます。
プリセット モードを自動的に切り替えたり、プリセット モードを手動で選択
したりすることができます。

クイック設定のダイアログボックスからは、Dell Display Manager の高度なユー
ザー インターフェイスにもアクセスできます。 ここからは、基本的な機能を
調整したり、自動モードを設定したり、その他の機能にアクセスしたりする
ことが可能です。
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注： 

基本的なディスプレイ機能の設定

手動でプリセット モードを選択するか、または現在アクティブになっている
アプリケーションによってプリセット モードを適用できる Auto Mode（自動
モード）を選択したりすることができます。モードを変更すると、画面の
メッセージとして現在の Preset Mode（プリセットモード）がしばらく表示
されます。一部のモニターの Brightness（輝度）と Contrast（コントラス
ト）も Basic（基本）タブから直接調整できます。

特長 機能 説明

Quick DDM 
アクセス

DDM UI を呼び
出すクイック
キー

• Ctrl+Shift+D

• Page Up/Page Down キーを使用するか、
または「>」を使って Easy Arrange（簡単
アレンジ） レイアウトをナビゲートできま
す。

複数のモニ
ター設定で各
モニターを操
作できます。

• ドロップダウンボックスからモニターを選
択します。コンピュータにモニターが接続
されている場合は、選択したモニターに一
瞬アイコンが表示されますので、どのモニ
ターが選択されているかが分かります。

• モニター自己診断テスト機能チェックを実
行します。

• モニターを操作できるように DDM UI を移
動させます。

• Ctrl+Shift+D を押すと、マウスポインタの
下に miniUI を表示します。
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注： 複数の Dell モニターが接続されている場合は、“Enable display 
matrix control”（ディスプレイマトリクス制御）を選択すると明るさ、
コントラスト、カラープリセット値を全モニターに適用できます。

プリセットモードをアプリケーションに割り当てる

Auto Mode（自動モード）タブからは、特定の Preset Mode（プリセット
モード）を特定のアプリケーションに関連付けて、自動的に適用するように
設定できます。Auto Mode（自動モード）を有効にすると、相当するアプリ
ケーションがアクティベートされると、Dell Display Manager が自動的に相当す
る Preset Mode（プリセットモード）に切り替えます。各モニターで同じ 
Preset Mode（プリセットモード）が特定のアプリケーションに割り当てら
れているかもしれませんし、プリセットモードが １ 台ずつ違うかもしれませ
ん。

Dell Display Manager は、多くの一般的なアプリケーション向けにあらかじめ構
成されています。割り当てリストに新しくアプリケーションを追加するには、
デスクトップ、Windows のスタート メニュー、その他の場所からアプリケー
ションをドラッグして、現在のリストにドロップします。

注： 一連のファイル、スクリプト、ローダー、あるいは Zip アーカイブや
パケット化されたファイルなどの非実行ファイルへの Preset Mode（プリ
セット モード） の割り当ては、サポートされていません。
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フルスクリーン モードで Direct3D アプリケーションを起動するときには、
Game（ゲーム） プリセットモードを使用するように設定することも可能です。
このモードでアプリケーションを使用しないためには、別のプリセット モー
ドを割り当ててください。

簡単アレンジで画面を整理します

Easy Arrange（簡単アレンジ）は、デスクトップ上のアプリケーション画面
を効率的に整理するために使用します。あなたの作業環境に合った、あらか
じめ定義されたレイアウトパターンを 1 つ選択した後は、アプリケーション
画面を決められたゾーンにドラッグするだけです。「>」を押すか、上へ /
下へキーを使って他のレイアウトも見ることができます。

カスタムレイアウトを作成するには、右下隅にある小さい三角形でサムネイ
ルを右クリックし、開いた画面で行と列の数を指定します。その後、OK をク
リックして配列を調整してください。
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Windows 10 では、各仮想デスクトップに異なる画面レイアウトを適用するこ
とができます。

Windows スナップ機能を頻繁に使用する場合は、“Hold down the SHIFT key 
to enable zone positioning”（SHIFT キーを押しながらゾーンの位置を有効に
する）を選択できます。この機能は、Easy Arrange（簡単アレンジ）よりも 
Windows スナップを優先します。この機能を有効にしたときには、Easy 
Arrange（簡単アレンジ）で位置を調整する場合は、Shift キーを押す必要が
あります。

複数のモニターを一列または縦横に配置している場合は、Easy Arrange（簡
単アレンジ）レイアウトを全モニターに適用して 1 つのデスクトップとして使
用することができます。この機能を有効にするには、“Span multiple 
monitors”（複数のモニタにまたがる）を選択します。これを有効に活用する
ためには、モニターを適切に配置する必要があります。
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Easy Arrange（簡単アレンジ）は他の使い方もできます。次の表をご参照く
ださい。

注： 一部のアプリケーションでは、その画面に対して 低有効解像度が必
要です。ゾーンが必要な画面サイズよりも小さければ、アプリケーション
が Easy Arrange（簡単アレンジ）でぴったりと合わない場合があります。

複数のビデオ入力の管理

Input Manager（インプットマネージャー）タブでは、Dell モニターに接続さ
れた複数のビデオ入力を簡単に管理する方法を選択できます。複数のコン
ピューターで作業をする場合、簡単に入力を切り替えることができます。

モニターで使用できるビデオ入力ポートはすべてリストされます。必要であ
れば、各入力に名前を付けることができます。編集した後は、変更内容を保
存してください。

特長 機能 説明

拡張した 
Easy Arrange

（簡単アレンジ）

カスタムレイア
ウト

• 5 種類のカスタマイズした Easy Arrange
（簡単アレンジ）パターンに名前を付けて
保存します。

• x*y パターンを構成します。

5 種類の MRU
（ 後に使用
した ）レイア
ウト

• Ctrl+Shift+Home を押すと、 後に使用し
た 5 種類の MRU レイアウトが順に切り
替わります。

その場でパー
ティションを
リサイズ

• Ctrl を押しながら現在の Easy Arrange
（簡単アレンジ）レイアウトをリサイズし
て、レイアウトのセルの数やサイズを調
整します。

• 新しく構成した Easy Arrange（簡単アレ
ンジ）パターンは、Easy Arrange（簡単
アレンジ）アイコンの中に保存されます。

• Ctrl を押しながら編集したレイアウトア
イコンをクリックすると、元のレイアウ
トに戻ります。

Easy Arrange
（簡単アレンジ）
レイアウトは縦
モードです。

• モニターを回転させると、縦モードの 
Easy Arrange（簡単アレンジ）アイコン
が表示されます。
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ある入力と別の入力を簡単に切り替えられるように別々のショートカットを
定義することができます。

入力信号を切り替えるには、ドロップダウン リストを使用できます。

注： モニターが別のコンピューターの映像を表示していても、DDM はあ
なたのモニターと通信します。よく使用する PC に DDM をインストール
し、そこから入力切り換えを操作することができます。モニターに接続し
た他の PC にも DDM をインストールできます。
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アプリケーションの位置を復元する

DDM では PC をモニターに再接続したときに、アプリケーション画面を定位
置に戻すことができます。通知トレイにある DDM アイコンを右クリックする
と、この機能に簡単にアクセスできます。

“Auto-restore window layout”（ウィンドウのレイアウトを自動復元）を選択
すると、DDM がアプリケーション画面の位置を追跡し、保存します。DDM で
は PC をモニターに再接続したときに、アプリケーション画面を元の位置に自
動的に戻します。

お気に入りのレイアウトに戻るには、「Save current window layout」（現在の
ウィンドウレイアウトを保存）を選択し、その後で 「Restore saved window 
layout」（保存したウィンドウレイアウトを復元）を選択します。

日常業務で異なるモデルや解像度のモニターを使用したり、異なる画面レイ
アウトを適用したりすることがあるかもしれません。DDM は再接続したモニ
ターを記憶し、それに応じてアプリケーションの位置を復元することができ
ます。

モニターを縦横配列に配置する必要がある場合は、配置を動かす前に画面の
レイアウトを保存しておくと、新しいモニターを設置した後でレイアウトを
元に戻すことができます。

注： この機能を活用するためには、アプリケーションを起動し続ける必要
があります。DDM はアプリケーションを立ち上げません。
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DDM をアクティブな画面に追加する（Windows 10 のみ）

Windows 10 では、DDM ショートカットアイコンをアクティブな画面のツール
バーに配置することができます。この機能を有効にするには、通知トレイの 
DDM アイコンを右クリックして、開いたメニューからアクティブな画面に接
続を選択します。

ツールバーのアイコンを右クリックすると、簡単に調整ができるように、
Auto Mode（自動モード）および Easy Arrange（簡単アレンジ）の中のオプ
ションを表示する DDM のクイックメニューが開きます。
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省エネ機能を適用する

Options（オプション）タブには PowerNap 省エネオプションがあり、キー
ボードのショートカットをカスタマイズすることができます。

上のペインでモニターの明るさを 低レベルに設定するか、スクリーンセー
バーをアクティベートしたときに、モニターをスリープ モードにすることが
できます。

その他のショートカットキー 

次の DDM 機能へクイックアクセスするためのショートカットキーを定義する
ことができます。

• プログラム ショートカットキー：クイック設定ダイアログボックスを素

早く開きます。

• 簡単アレンジ MRU ショートカットキー：5 種類の 後に使用した画面レ

イアウトを適用します。

• 暗さスタビライザー ショートカットキー：Dark Stabilizer（暗さスタビ

ライザー）のレベルをすばやく調整できます。これは Game（ゲーム）

プリセット モードでしか使用できません。

• アプリケーション画面ショートカットキー：Auto Mode（自動モード）

および Easy Arrange（簡単アレンジ）のオプションを持つクイックメ

ニューを起動します。
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問題を解決する

お使いのモニターで DDM を使用できない場合は、通知トレイに次のアイコン
が表示されます。

このアイコンをクリックすると、DDM が詳しいエラーメッセージを表示し
ます。

DDM は、Dell ブランドのモニターでしかご使用いただけませんのでご注意く
ださい。他のメーカーのモニターをご使用になっている場合は、DDM がそれ
らに対応していません。

DDM がサポートする Dell モニターを検出できない、または通信できない場合
は、次の手順で問題を解決してください。

1. モニターと PC がビデオケーブルで正しく接続されているか、またコネ

クタがしっかりと挿入されているか確認してください。

2. モニターの OSD で DDC/CI が有効になっていることを確認してくだ

さい。

3. グラフィックベンダー（Intel、AMD、NVIDIA）が提供する正しく 新の

ディスプレイ ドライバがあることを確認してください。しばしばディス

プレイドライバが DDM エラーの原因となります。

4. モニターとグラフィックポートを繋ぐドッキングステーション、延長線、
コンバーターを外してください。一部の低価格の延長線、ハブ、コン
バーターは、DDC/CI を正しくサポートせず、DDM エラーを引き起こし

ます。このようなデバイスのドライバに 新バージョンがある場合は、
アップデートしてください。
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5. システムを再起動します。

DDM は次のモニターとは作動しません。

• 2013 年以前に製造された Del l モニター モデルまたは Del l モニター D シ
リーズ。詳細は、Dell 製品サポート ウェブサイトをご覧ください。

• NVIDIA ベースの G-sync テクノロジーを使用したゲーミング モニター。

• 仮想ディスプレイやワイヤレス ディスプレイは DDC/CI をサポートしま

せん。

• 一部の初期モデルの DP 1.2 モニターは、モニター OSD を使って MST/
DP 1.2 を無効にする必要があるかもしれません。

PC がインターネットに接続されている場合は、DDM アプリケーションの新
バージョンがリリースされるとメッセージで知らせます。 新の DDM アプリ
ケーションをダウンロードしてインストールするようお勧めします。

また、Shift キーを押しながら DDM アイコンを右クリックすることで、新し
いバージョンをチェックすることができます。
Dell Display Manager ユーザーズガイド  │  13


	Dell Display Manager ユーザーズガイド
	概要
	クイック設定のダイアログを使う
	基本的なディスプレイ機能の設定
	プリセットモードをアプリケーションに割り当てる
	簡単アレンジで画面を整理します
	複数のビデオ入力の管理
	アプリケーションの位置を復元する
	DDM をアクティブな画面に追加する（Windows 10 のみ）
	省エネ機能を適用する
	その他のショートカットキー
	問題を解決する



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 2400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [3000 3000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


